


 

 

上関町の使用済み核燃料中間貯蔵施設建設計画に反対する決議 

 

 

 本市に隣接する上関町において、中国電力株式会社が計画している使用済み核燃

料中間貯蔵施設建設については、地域住民の安心・安全、地域の環境や将来への

不安等々、多岐にわたる懸念が存在している。 

 

 ２０２６年３月議会に上関の中間貯蔵施設を考える周防住民の会から「上関の使用

済み核燃料中間貯蔵施設計画への反対決議を求める請願書」が提出された。それを

受けて柳井市議会は慎重に審査し、６月議会において市民の不安と反対の意思を真

摯に受け止めるべきであると判断し賛成多数で採択した。 

 

中間貯蔵施設は、放射性物質を含む使用済み核燃料を長期間にわたり保管する

施設であり、未来を生きる子どもたちへの影響をも見据えた判断をするのが柳井市

議会の使命である。 

 

請願の審査の結果や将来世代への影響を考えるなら、使用済み核燃料の中間貯

蔵施設から発生するリスクを受け入れることは到底容認できない。 

 

よって柳井市議会は、次の通り決議する。 

 

上関町の使用済み核燃料の中間貯蔵施設建設計画に反対する。 

 

 

 

２０２６年９月３日 

 

柳井市議会 


